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地理情報システム(GIS)とは？

• 地理空間における自然環境や地物の情報をデー
タベース化し，柔軟な地図表現力とともに強
力な空間解析機能を持つ

• 地理学や都市計画分野のみならず，施設管理
やマーケティングにも活用されている
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地理情報システムの現状
• フリーウェアである QGIS が高機能化

• 各機関によるGISデータ整備と公開が進む

• プログラミング言語 Python の普及

• クラウドを用いたデータやアプリの共有

• GNSSやドローン， IoTを用いてデータ入力も簡単に
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GNSSによる位置情報取得
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ドローンによる三次元計測
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3Dプリンタによる部品の製作
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IoT時代のRaspberry Pi



技術発展の裏側
• 技術開発は，分業化と経済成長に寄与し，利便性
を向上させたが，交通インフラと電気エネルギー
の依存度を増大させた

• 地方でも分業化が進みインフラも整備されたため，
災害時には避難者が増大してしまう状況にある

• ネパールの田舎では，被災者自ら復旧・復興活動
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日本の抱える課題

都市部における経済成長とインフラの維持山間部における人口減少と地域資源の活用
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四国の植物種の数は約3000
そのうち１割は有用植物
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目指すはアグロフォレストリ
• 地域の地理的特徴を生かした利用がされていない

• 国土のほとんどがモノカルチャーとなっている

• 多くの農業は，一次産業となっていない

• 自然環境の特徴を生かした楽な一次産業が必要

• 山林の中では，様々な有用植物が自生可能！
12



有用植物の例
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ノカンゾウ ギボウシ

ウバユリ クロモジ ヒメコウゾ

リョウブ

ヒメコウゾ
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プロジェクトの拠点
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高知工科大学



耕作放棄地にてクロモジ栽培を開始

適地性評価の検証を実施中17

プロジェクトの拠点
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改修に向けて，まずは模型製作内部もきっちり再現しています

大学院セミナー　古民家班の成果20
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里山プロジェクト対象地域 土砂災害危険地域
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拠点における氏神さま（金峯神社）

斜面は傾き瓦は落ち始め

崩壊寸前です！
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仮社殿を拠点近くの畑に築くことに

地鎮祭の様子
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仮社殿は，国際的な建築賞を受賞！

御神体を遷座
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本殿の取り出し

本殿設置建屋

木灰ブロックによる法面保護
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地中を含めた統合ボクセルモデル構築中
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1970年代の状況（国土地理院)
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さらに昔の土地利用については， 
長宗我部地検帳の情報も活用中

小字名で昔の土地利用を推測
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基盤科学技術の社会実装モデルプロジェクト
究極の地域計画とその実践

自然環境時系列情報
生態系・動植物 
気象・気候 

地形・地質・土質 
地下水・地表水 

歴史民俗情報
地域信仰・遺跡 
土地利用 

施設（土木・建築） 
産業 

寺社仏閣 
林地・農地 

施設（土木・建築） 
エネルギー

基盤科学技術

地域環境 
予測モデル

ボクセルモデル 歴史環境GIS

社会実装
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主要研究テーマを設定

• 自然環境に基づく動植物の保全と活用（有用植物栽培）

• 自然エネルギーの活用（バイオマス・マイクロ水力）

• 多自然型インフラ整備（道路・河川・水路・農林地）

• 次世代里山拠点整備（古民家や廃校のリノベーション）

• ICTによる里山生活支援（里山暮らしアプリ開発）
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環境理工学群・地域連携機構

システム工学群エネルギー専攻・地域連携機構

システム工学群建築都市デザイン専攻

システム工学群建築都市デザイン専攻

情報学群

総合的な事業計画の必要性
• 省庁ごとの各種整備事業や災害対策事業では解決困難

• 地理環境要素と将来予測に基づく土地利用は，防災面
や農業生産で効力を発揮

• 住民参加の前に，各種専門家集団が根拠に基づいた計
画を連携して策定することこそ重要

• 地域における歴史環境情報の集約と活用が最も必要
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日本は本当に豊かな国
• 動植物にとって恵まれた気候

• 災害が多いと言われるが，地震・津波・台風・
火山などは，豊かで美しい自然の源

• 自然科学を最大限に活用し，貨幣経済に捉わ
れなければ，本当に豊かな生活が可能なはず
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